
令和２年度 川内商工高等学校 経営の概要
教育目標

日本国憲法・教育基本法・学校教育法の理念や建学の精神を踏まえ生
徒一人一人の能力・適性・個性を重視して専門的知識や技術を習熟させ，
人権尊重のもと，知・徳・体の調和のとれた人間性の育成を図る。

また，自主・向学・明朗の校訓を具現するために生涯学習の観点に立ち，

主体的な課題解決能力・自己教育力の育成に努めるとともに，地域に開
かれた活力ある校風の樹立に努める。

１ 工業科と商業科の専門性の確立と連動をめざす教育
２ 体・知・徳の調和のとれた生徒を育てる教育
３ 進路実現を通して「生き抜く力」を育てる教育
４ 商工らしい文武両道をめざす教育
５ 地域に開かれ，信頼され，貢献できる教育

１
※ 主体的な学習態度の確立，家庭学習の習慣化
＋ＰＤＣＡサイクルを意識した新指導要領への対応

１ 学習指導の充実 ２
※ 礼・時・場の徹底，情報モラルの確立
＋厳教慈育の徹底，教育相談力の向上

２ 生徒指導の充実

３
※ 主体的な進路選択力の向上
＋地元就職・地元進学を意識した指導

３ 進路指導の充実

※ 基礎体力向上，生活習慣力の向上
＋生徒の健康管理と安全管理の充実

４ 保健指導の充実

目標とする学校風土
信頼される学校・教職員を基礎として礼･時･場が身につき主体的で前向きな取組ができる生徒が学ぶ学校

教育方針

※ 職員の目標
質の高い教育を持続発
展させるため，職員全体
で業務改善に取り組む

＋体罰，交通違反・事故のない信頼される教職員としての意識向上潤いのある学校づくり
＋教科専門性（教科指導力，地域連携）の向上

５ 職員研修

○元気で明るく真剣に取組む学校
○家庭や地域に信頼される学校
○ものづくりから商いまでできる学校

目指す学校像

○心のこもった挨拶のできる生徒
○時間を大切にできる生徒
○自主的な環境づくりができる生徒

育てたい生徒像

○率先垂範の教職員
○信頼される教職員
○自己研鑚力のある教職員

めざす教職員像

キャッチフレーズ
Ｂ：ブランド
Ｐ：プライド
Ｃ：コミュニティ

これまでの伝統を踏
まえ新たな特色を加
えることで商工らし
さ（ブランド）を構築
し，その過程で生ま
れる自信と誇り，自
尊感情（プライド）を
育て，地域（コミュニ
ティ）と連携しながら
信頼を得る。


